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Lepidoptera that infests Quercus acorns in Mt Mikusayama 
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Abstract Fauna of Lepidoptera that infests acorns of Quercus acutissima, Q. aliena and Q. 
serrata was investigated in Mt Mikusayama forests of Osaka Prefecture, Japan in 1997. 
Quercus acorns were infested by a total of 13 lepidopterous species, representing 7 families. 
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緒 


三 草山 (564.1 m) は 大 阪 府 北部 と 兵庫 県 と の 境 に 位置 し , 周辺 地域 に は クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ ソ 
な どの ブナ 科 植 物 を 主体 と する 落葉 広葉 樹林 . いわ ゆる 里山 林 が 広がっ て いる . 同 地域 に は ,。 cux 
ビ ミ ド リ シ ジ ミ を 始め と する 10 種 の ミド リ シ ジ ミ 類 や オオ ムラ サキ な ど に 代表 され る 多様 な 昆虫 類 
が 生息 し て お り , これ ら が 生息 する 自然 環境 の 保全 を 目的 と し て , 1992 年 4 月 か ら 財 団 法 人 大 阪 み ど 
り の トラ スト 協会 に よっ て 約 14 ha の 土地 が 保護 , 管理 され て いる (石井 他 , 1995; 広渡 , 1996) = 
う し た 里山 林 に 優 古 する ブナ 科 の 落葉 広葉 樹 は 主 に 萌芽 更新 に よっ て 維持 され て きた が , BREA 
天然 更新 の 果たす 役割 も 大 きい と 思わ れる . 一 方 , ブナ 科 植 物 の 堅 果 は 栄養 価 が 高く さま ざま な 昆虫 
に よっ て 利用 きれ て お り , 虫害 は 堅 果 の 主要 な 死亡 要因 と され る (EM, 1994a, b, 1995a, b) ブナ 科 
植物 の 中 で コナ ラ 属 堅 果 を 食害 する 昆虫 に つい て は いく つか の 研究 が ある が (前 藤 , 19932, b; Fujii, 
1993; 上 田 , 1994a, b, 1995a, b), 三 草 山 周辺 の 里山 林 に お いて は , どの よう な 昆虫 類 が 堅 果 を 食害 す 
る の か に つい て 明らか に され て いな か っ た . ブナ 科 植 物 の 堅 果 を 食害 する 昆虫 相 を 明らか に する こと 
は , 天然 更新 の 実態 を 知る 上 で の 基礎 デー タ と し て だ け で な <, 里山 林 に お ける 生物 の 多様 性 を 明 ら 
か に する 上 で も 重要 で ある . そこ と で , 本 研究 で は 里山 林 の 保全 生態 学 的 研究 の 基礎 と し て , 三 草山 の 
保全 対象 地域 に お ける ブナ 科 植 物 の 堅 果 を 食害 する 昆虫 類 の うち , 特に コナ ラ 属 の 堅 果 を 食害 する 鱗 
次 類 の 相 を 明らか に する こと と を 目的 と し て 行っ た . 


ill 


調査 地 と 調査 方 法 
(1) 調査 地 


調査 を 行っ た 三 草山 周辺 に は , 比較 的 広範 囲 に クヌギ, ナ ラガ シ ワ , コナ ラ が 優 占 する 落葉 広葉 樹林 
が 残さ きれ て いる . 1992 年 4 月 か ら ゼ フィ ルス の 保護 と 里山 林 の 保全 を 目的 と し て 財団 法人 大 阪 み どり 
の トラ スト 協会 に よっ て 約 14 ha が 保護 管理 され て お り , 調査 は , 保護 管理 地域 内 の A, C ブロック 
(保護 管理 区 域内 の 北東 側 に 位置 する ) で 行っ た . 保護 管理 地域 の 北側 斜面 は コナ ラ が 優 古 する 落葉 広 
葉 樹 林 で , 大 小 規模 の スギ , ヒノ キ の 植林 が 点 在 する . 一 方 , 南側 斜面 で は クヌギ , ナラ ガ シ ソ が 優 
占 す る 落葉 広葉 樹林 が 広がり , 一 部 が 伐採 され て 数 年 が 経過 し て いる . ER, コナ ラ を 中 心 と する 
様々 な 落葉 広葉 樹 が 混在 し て お り , 林 床 に は ネ ザ サ が 見 られ た . 
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Q) 調査 方 法 


調査 は 1997 年 4 月 23 H, 6 月 3 日, 9 月 20 日 , 10 月 9 H, 10H30 日 の 計 5 回 行っ た . 調査 対象 樹 
種 は , 三 草 山 の 里 山林 で 優 占 的 に み ら れ る ブナ 科 コ ナラ 属 の クヌギ Quercus acutissima Carruthers, + 
ラガ シソ Q.aliena Blume, コナ ラ Q. serrata Thumb. ex Murray の 3 種 と し た . 調査 木 を それ ぞ れ 3 
個体 ずつ 選定 し , 散布 前 堅 果 ( 枝 に つい て いる 堅 果 ) また は 散布 後 堅 果 ( 枝 か ら 落 下 し た 堅 果 ) を ラ 
ンダ ム に 3 個体 か ら 約 30 個 , 1 回 の 調査 で 樹木 1 種 に つき 合計 約 100 個 採 集 し た . 調査 本 の クヌギ の 
樹高 m (胸高 直径 cm) は 7 (7,8 (10,9 (10, ナラ ガ シ ワ は 3.5 (5,4 (6,4 (D, コナ ラ は 3.5 (5,7 
(8,10 (9) で あっ た . 4 月 23 日 , 6H 5 日 は 前 年 に 散布 され た コナ ラ 属 3 種 の 堅 果 を 採集 し た . 9 月 
20 日 は コナ ラ 属 3 種 の 散布 前 堅 果 を 採集 し た . この 日 に は , 散布 後 堅 果 は ほとん ど み られ な か っ た . 
10 月 9 日 は クヌギ の 散布 前 堅 果 . ナラ ガ シ ワ の 散布 前 堅 果 と 散布 後 堅 果 . コナ ラ の 散布 後 堅 末 を 採集 
し た . この 日 に は , クヌギ は まだ 堅 果 を 散布 し て お ら ず , 対照 的 に ほとん どの コナ ラ が 堅 果 の 散布 を 
完了 し て いた . 10 H 30 日 は 全 樹 種 の 散布 後 堅 果 を 採集 し た . この 日 に は , コナ ラ 属 3 種 の 堅 果 の 散 
布 が ほぼ 完了 レ し て いた . な お , 殻 斗 に 包ま れ て いる 堅 果 は 殻 斗 を つけ た まま 採集 し た . 採集 し た 堅 
果 ・ 殻 斗 は 研究 室 に 持ち 帰り , 個別 に カッ プ に 入れ , その 後 羽化 し た 成虫 ., あるいは 脱出 し た 幼虫 を 
同定 し た . 1997 年 11 月 15 日 か ら 11 月 20 日 に 。 すべ て の 堅 果 を カッ ター ナイ フ で 割っ て 各種 の 幼虫 
数 と 虫害 率 を 調べ た . 








結 時 


Table 1 に 1997 ££ 4 月 23 H, 6 月 5 日 に 採集 し た ブナ 科 植 物 の 監 果 を 食害 し て いた 鱗 女 類 と その 羽化 
個体 数 を 示し た . クヌギ か ら ヒ ロ ズ コ ガ 科 の クロ エリ メン コガ Opogona nipponica Stringer, AV? 
キバ ガ 科 の 1 種 Neoblastobasis  biceratala Park (Fig. 4, キバ ガ 科 の スジ ウス キキ バ ガ Polyhymno 
pontifera (Meyrick) (Fig. 6, ナラ ガ シ ワ か ら ネ マル ハ キ バ ガ 科 の N. biceratala, コナ ラ か ら ヒ ロ ズ コ ガ 
科 の クロ エリ メン コガ , ネ マ ル ハ キバ ガ 科 の N. biceratala が 確認 きれ た . ネ マ ル ハ キバ ガ 科 の N. 
biceratala は 全 樹 種 の 堅 果 か ら の 発生 が 確認 され た . 本 種 は コナ ラ の 散布 後 堅 果 を 食害 する こと が 知ら 
れ て いる (Moriuti, 1987). また , ネ マ ル ハ キバ ガ 和 [の N. spiniharpella Kuznetzov and Sinev は コナ ラ , 
アラ カシ , シラ カシ の 散布 前 堅 果 を 食害 する こと が 知ら れ て いる が (上 田 他 , 1992, 今回 は 確認 され 
な か っ だ た . 今回 クヌギ の 堅 果 か ら 得 られ た スジ ウス キキ バ ガ に つい て は , これ まで 寄主 が 分 か っ て い 
な か っ た . クロ エリ メン コガ は 腐食 性 で (Robinson and Nielsen, 1993), 腐っ た 堅 果 を 摂 食 し て いた と 
思わ れる が , 単に 蛋 果 を 映 化 場所 と し て 利用 し て いた 可能 性 も ある . な お , 今回 コナ ラ 属 堅 果 か ら 羽 
化し た 鱗 閉 類 の 成虫 に つい て は , その ほとん どの 種 を Figs 1-16 に 示し た . 


Tables 2, 3,4 に 1997 年 9 月 20 H, 10 月 9 H, 10 月 30 日 に 採集 し た コナ ラ 属 の 堅 果 を 食害 し て いた 
AR L RE 100 個 当 た り の 個体 数 を それ ぞ れ 示し た . た だ し , クヌギ に つい て は 帝 斗 を 食害 し て い 
た 種 も 含ま れ て いる . 3 回 の 調査 を 合計 する と , クヌギ か ら ハ マキ ガ 科 4 種 , ニセ マイ コガ 科 1 種 , 
キバ ガ 科 1 種 , メイ ガ 科 2 種 ,。 ヤ ガ 科 1 種 。. ナラ ガ シ ワ か ら ハ マキ ガ 科 3 種 ,。 コナ ラ か ら ハ マキ ガ 科 
2 種 が 確認 きれ ん た. これ ら の 中 に は , 1997 年 11 月 15 日 か ら 11 月 20 日 に 堅 果 を 割っ て 確認 し た 際 に ., 
すでに 幼虫 が 死亡 し て 日 数 が 経過 し 同定 が 不可 能 で あっ た 鱗 次 類 の 幼虫 も 含ま れ て いる . クヌギ で の 
み 確 認 さ れ た 種 と し て , ハマ キ ガ 科 の リン ゴ コ カ クモ ン ハ マキ Adoxophyes orana fasciata Walsing- 








Table 1. Lepidoptera reared from post dispersal collections of Quercus acorns in Mt Mi- 
kusayama on April 23 and June 5, 1997. 








Quercus acutissima Q. aliena Q. serrata 
Tineidae Tineidae 
Opogona nipponica (0.8)* Opogona nipponica (1.9) 
Blastobasidae Blastobasidae Blastobasidae 
Neoblastobasis biceratala (2.4) ^ Neoblastobasis biceratala (1.0) Neoblastobasis biceratala (3.7) 
Gelechiidae 


Polyhymno pontifera (0.8) 





* Number of emerged adults and larvae per 100 acorns is shown in parentheses. 
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ham (Fig. 9), ニセ マイ コガ 科 の 1 種 Oedematopoda sp. (Figs 5,13), キバ ガ 科 の ハイ イロ ゴマ ダラ ヒメ 
キバ ガ Chorivalva bisaccula Omelko。、 メ イガ 科 の モモ ノ ゴ マダ ラノ メイ ガ Conogethes punctiferalis 
(Guenée) (Fig. 14), ミド リフ トメ イガ Trichotophysa jucundalis (Walker) (Figs 7, 15), ヤ ガ 科 の ネス ジ 
キノ カン ソ ガ Characoma ruficirra (Hampson) (Figs 8, 16), コナ ラ で の み 確 認 さ きれ た 種 と し て ヘリ オビ ヒ 
メ ハ マキ Cryptaspasma marginifasciata (Walsingham) (Figs 1, 10) が 挙げ られ る . 一 方 , 全 樹 種 で ハマ 
キ ガ 科 の ヨ ツ メ ヒ メ ハマ キ Cydia danilevskyi (Kuznetzov) (Figs 3, 12) に よる 食害 が 見 られ た . 9 A 20 
H, 10H 9 日 に 採集 し た クヌギ 堅 果 100 個 当 た り の 個体 数 は , いずれ も ネス ジ キ ノ カワ ガ が 32.5, 50.0 
と 突出 し て 多かっ た (Tables 2,3). ニセ マイ コガ 科 の 1 種 Oedematopoda sp. は , タマ バチ 科 の ナラ 
ワカ メ コ チ ャ イロ タマ バチ が コナ ラ に 作る ゴー ル 組 織 を 食害 する こと が 知ら れ て いる が (Abe 1997), 
本 種 が 堅 果 , 殻 斗 か ら 確 認 さ きれ た の は 初め て で ある . また , キバ ガ 科 の ハイ イロ ゴマ ダラ ヒメ キバ が ガ 
は 本 研究 で 得 ら れ た 個体 を も と に 日 本 か ら 初 め て 記録 され た (Ueda et al. 1999). 


Fig. 17 に 1997 ££ 9 月 20 H, 10 月 9 日 に 採集 し た 散布 前 の クヌギ の 堅 果 , 殻 斗 を 食害 し て いた 鱗 球 類 
の 種別 個体 数 割合 を 示し た . 9 月 20 日 は ハマ キ ガ 科 4 種 , ニセ マイ コガ 科 1 種 ,。 キバ ガ 科 1 種 。 メイ 
AR 2 種 , ヤ ガ 科 1 種 合計 9 種 。 10 月 9 日 は ハマ キ ガ 科 2 種 , キバ ガ 科 1 種 , メイ ガ 科 2 VR 
1 種 合計 6 種 が 確認 され た . いずれ の 調査 日 で も や, ネス ジ キ ノ カワ ガ , モモ ノ ゴ マダ ラノ メイ ガ , ミ 
ドリ フト メイ ガ , ネモ ロウ サ ヒ メ ハ マキ Pammene nemorosa Kuznetzov (Figs2, 1). ハマ キ ガ 科 の 1 
種 。 キバ ガ 科 の ハイ イロ ゴマ ダラ ヒメ キバ ガ が に よる 食害 が 見 られ , ネス ジ キ ノ カワ が ガ の 個体 数 割合 は 
9 月 20 H (67.3%) と 10H 9 日 (87.3%) の ぃ ずれ も 高かっ た . また , 三 草 山 で 採集 し た クヌギ 殻 斗 の 
95% 以上 が 本 種 に よっ て 食害 きれ て いた . な お , ネス ジ キ ノ カワ ガ は クヌギ の 殻 斗 だ け で な く 堅 果 を 
食害 し て いた 個体 も 確認 され た . 


Fig. 18 に 1997 年 9 月 20 B, 10 月 30 日 に 採集 し た ブナ 科 植 物 堅 果 の 鱗 交 類 に よる 上 躍 害 率 を 示し た . 
鱗 次 類 に よる 躍 害 は . いずれ の 調査 日 で も 。 クヌギ , ナラ ガ シ ワ , コナ ラ の 全 樹 種 で 見 られ た . 9H 
20 日 と 10 月 30 日 の 鱗 女 類 に よる 堅 果 虫害 率 は , ナラ ガ シ ワ で は 有意 な 差 は 見 られ な か っ た が (x 
test, p>0.05), クヌギ , コナ ラ で は 10 月 30 日 に 有意 に 高く な っ た (x?^test, p« 0.05). 


また , 鱗 贅 目 以外 で は 甲虫 目 ゾ ウム シ 科 の コナ ラ シ ギ ゾウ ムシ Curculio dentipes (Roelofs), オト シブ 
ミ 笠 の ハイ イロ チョ ッ キ リ Mechoris ursulus (Roelofs) が 優 占 的 に コナ ラ 属 植物 の 散布 前 堅 果 に 食 入 す 
る こと が 確認 され た . 11 月 15 日 か ら 11 月 20 日 に 堅 果 を 割っ て 確認 し た 時 点 で , これ ら の 甲虫 目 に 











Table 2. Lepidoptera reared from pre dispersal collections of Quercus acorns in Mt 
Mikusayama on September 20, 1997. 


Quercus acutissima* ** Q. aliena Q. serrata 

Tortricidae Tortricidae Unidentified larvae (5.1) 

Adoxophyes orana fasciata (0.9)* Cydia danilevskyi (0.4) 

Pammene nemorosa (4.4) Gen. sp. (0.4) 

Cydia danilevskyi (0.9) . . 

Gen. sp. (1-8) Unidentified larvae (12.9) 
Stathmopodidae 

Oedematopoda sp. (0.9) 
Gelechiidae 


Chorivalva bisaccula (0.9) 


Pyralidae 
Conogethes punctiferalis (3.5) 
Trichotophysa jucundalis (5.3) 


Noctuidae 
Characoma ruficirra (32.5) 


Unidentified larvae** (16.7) 





* Number of emerged adults and larvae per 100 acorns is shown in parentheses. 
** Dead and distorted larvae that could not be identified. 
*** Lepidopterous species that infested cupules are included. 
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Figs 1-8. Lepidoptera that infested Quercus acorns in Mt Mikusayama. 1. Cryptaspasma 
marginifasciata. 2. Pammene nemorosa. 3. Cydia danilevskyi. 4. Neoblastobasis 
biceratala. 5. Oedematopoda sp. 6. Polyhymeno pontifera. 7. Trichotophysa jucun- 
dalis. 8. Characoma ruficirra. 


よる 虫害 を 加え る と 堅 果 虫 害 率 は 約 50% に な っ た . 


考 察 
1997 年 9 月 20 H, 10 月 9 日 , 10 月 30 日 に 採集 し た コナ ラ 属 堅 果 は さま ざま な 鱗 交 類 に よっ て 食害 
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Figs 9-16. Lepidoptera that infested Quercus acorns in Mt Mikusayama. 9. Adoxophyes 
orana fasciata. 10. Cryptaspasma marginifasciata. 11. Pammene nemorosa. 12. 
Cydia danilevskyi. 13. Oedematopoda sp. 14. Conogethes punctiferalis. 15. Tri- 
chotophysa jucundalis. 16. Characoma ruficirra. 
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Table 3. Lepidoptera reared from pre and post dispersal collections of Quercus acorns in Mt 
Mikusayama on October 9, 1997. 











Quercus acutissima*** Q. aliena Q. serrata 
(Pre dispersal) (Pre and post dispersal) (Post dispersal) 
(Pre dispersal) 
Tortricidae Tortricidae Tortricidae 
Pammene nemorosa (2.0) Pammene nemorosa (2.5) Cryptaspasma marginifasciata (0.5) 
Gelechiidae Unidentified larvae (1.9) Cydia danilevskyi (0.9) 
Chorivalva bisaccula (2.0) Unidentified larvae (17.2) 


(Post dispersal) 
Pyralidae Unidentified larvae (14.7) 
Conogethes punctiferalis (1.0) 


Noctuidae 
Characoma ruficirra (50.0) 


Unidentified larvae** (24.5) 





* Number of emerged adults and larvae. per 100 acorns is shown in parentheses. 
** Dead and distorted larvae that could not be identified. 
*** Lepidopterous species that infested cupules are included. 


Table4. Lepidoptera reared from post dispersal collections of Quercus acorns in Mt 
Mikusayama on October 30, 1997. 





Quercus acutissima*** Q. aliena Q. serrata 








Noctuidae Tortricidae Tortricidae 
Characoma ruficirra (1.1) Pammene nemorosa (1.0) Cryptaspasma marginifasciata (0.2) 


Unidentified larvae** (12.4) Unidentified larvae (16.4) | Unidentified larvae (12.0) 





* Number of emerged adults and larvae per 100 acorns is shown in parentheses. 
** Dead and distorted larvae that could not be identified. 
*** Lepidopterous species that infested cupules are included. 


され て お り , 特に クヌギ で は , ナラ ガ シ ワ , コナ ラ と 比べ て 鱗 次 目 の 多く の 種 が 確認 され た . これ は , 
ナラ が ガ シソ, コナ ラ で は 帝 斗 を 食害 する 種 が 確認 きれ な か っ た の に 対し , クヌギ で は , ネス ジ キ ノ カ 
ワ ガ が の よう に 帝 斗 を 主 に 食害 する 種 が 含ま れん て いた た めか も し れ な い . ネス ジ キ ノ カワ ガ は , 幼虫 が 
ZU, クヌギ の 殻 斗 の 鱗片 に 食い 込み , その 中 で 白色 紡 鍵 形 の マユ を 作る こと が 知ら れ て いる A, 
1982). クヌギ で 確認 され た 本 種 以外 の 種 は , BR, 殻 斗 の いずれ を 食害 し て いた の か 不明 瞭 で ある 
23, モモ ノ ゴ マダ ラノ メイ ガ な ども クヌギ の 殻 斗 を 利用 し て いた よう で ある . 


全 樹 種 で 確認 さき ん た ハマ キ ガ 科 の ヨ ツ メ ヒ メ ハマ キ , クヌギ か ら 確 認 さ れ た メイ ガ 科 の モモ ノ ゴ マダ 
ラノ メイ ガ , ヤ ガ 科 の ネス ジ キ ノ カワ ガ は , いずれ も ブナ 科 植 物 の 散布 前 堅 果 を 食害 する こと が 知ら 
れ て いる (EH, 195a). クヌギ, ナラ ガ シ ワ か ら 確 認 さ れん た ネモ ロウ サ ヒ メ ハ マキ は , ミズ ナラ の 
RE CEH, 1995a), カシ ワ の 芽 ・ 堅 果 と コナ ラ の 堅 果 (Komai, 1999) を 食害 する こと が 知ら れ て い 
る . また , ハマ キ ガ 科 の リン ゴ コ カ クモ ン ハ マキ , ニセ マイ コガ 科 の 1 種 Oedematopoda sp, キバ ガ 
科 の ハイ イロ ゴマ ダラ ヒメ キバ ガ ,。 メイ ガ 科 の ミド リフ トメ イガ も クヌギ の 散布 前 堅 果 ・ 殻 斗 か ら 確 
認 き され た . これ ら の こと か ら , 今回 秋期 に 採集 し た 堅 果 ・ 殻 斗 か ら 羽 化し た ほとん どの 種 は , 散布 前 
堅 果 ・ 殻 斗 に 食 入 し て いた と 考え られ る . また , 各 樹 種 に お ける 未 同 定 幼虫 に つい て は , 散布 前 , 後 
の どちら に 緊 果 に 食 入 し た か は 明らか で は な い . ブナ 科 植 物 の 散布 後 堅 果 は ハマ キ ガ 科 の クロ サン カ 
クモ ン ヒ メ ハ マキ Cryptaspasma trigonana Walsingham に よっ て 食害 さき れる こと が 知ら れ て お り (上 
FH, 19955), 未 同 定 幼虫 の 中 に 本 種 が 混じっ て いた 可能 性 も ある . 


1997 年 9 月 20 H, 10 月 30 日 に 採集 し た クヌギ , コナ ラ の 堅 果 の 鱗 冶 上 類 に よる 虫害 率 は 10 月 30 日 に 
有意 に 高く な っ た . クヌギ で は , 9 月 20 日 の ネス ジ キ ノ カワ ガ の 堅 果 100 個 当 た り 個 体 数 が 32.5 で 
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Fig. 17. Percentage of number of individual of Lepidoptera species injurious to pre-dispersal 
acorns and cupules of Quercus acutissima that were collected in Mt Mikusayama on 
September 20 and October 9, 1997. 
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Fig. 18. Percentage of acorns infested by Lepidoptera that were collected in Mt Mikusayama on 
September 20 and October 30, 1997. 
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あっ た の に 対し て (Table2, 10 月 9 日 で は 500 個体 と 増え て いた こと か ら (Table 3), 散布 前 堅 果 な 
ら びに 毅 斗 を 食害 する ネス ジ キ ノ カワ ガ の 個体 数 が 9 月 20 日 以降 に 増え た た め に 10 月 30 日 の 散布 
後 堅 果 の 虫害 率 も 高く な っ た も の と 思わ れる . 一 方 。. コ ナラ で は 同定 で き な か っ た 幼虫 が 多かっ た が , 
これら の 未 同 定 幼虫 に お いて も , 9A 20H ($.1 個体 ) より も 10 月 9 日 (17.2 個体 ) の 方 が 多く の 個 
体 が 確認 され た . た だ し , コナ ラ の 場合 は 10 月 9 日 に は 散布 後 堅 果 を 採集 し た の で , これ ら の 幼虫 
が 堅 果 に 食 入 し た の が 散布 前 か 散布 後 か は 明らか で は な い . 


鱗 次 目 に よる 堅 果 虫害 率 は 10 月 30 日 で は 全 樹 種 で 15% 前 後 だ っ た が , 甲虫 目 に よる 忠 害 を 加え る と 
堅 果 虫害 率 は 約 30% に な っ た . Matsuda (1985) は コナ ラ に つい て 散布 後 の 堅 果 へ の 貝 害 を 調べ , AE 
で 健全 で 生き 残っ た 堅 果 の ほとん ど が 7 月 まで に 鱗 次 上 類 の 幼虫 や キク イム シ 類 の 食害 を 受け る こと を 
報告 し て いる . また , 三 草 山 は ニホン ジ カ , イノ シシ の 大 型 獣 , ホン ドキ ツネ , タヌキ , イタ チ , F 
ン , ノウ サギ の 中 型 獣 リス , ネズ ミ 類 , モグ ラ 類 の 小型 獣 が 生息 し て いる (財団 法人 大 阪 み どり の 
トラ スト 協会 。 1996). この こと か ら , 堅 果 虫害 率 は 翌年 の 夏 ま で に か な り 高 く な り , さら に 獣 害 に 
よっ て 散布 後 堅 果 の 死亡 率 は 高く な る と 推定 され る . 今回 の 調査 で は , 11 月 に 堅 果 を 割っ て 確認 し た 
際 に 同定 が で き な か っ た 幼虫 が 多数 み ら れ た の で , 今後 , 堅 果 が 散布 きれ て か ら 翌 年 夏 ま で の 堅 果 の 
虫害 率 , 死亡 率 お よび 死亡 要因 な ど を 調査 し コナ ラ 属 植物 の 天然 更新 の 実態 を 明らか に する 必要 が 
ある . 
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Summary 


Lepidoptera that infests Quercus acorns was investigated in Mt Mikusayama conservation area 
sponsored by the Foundation of Osaka Green Trust. The acorns of Quercus acutissima, Q. aliena 
and Q. serrata were collected during pre and post dispersal periods five times from April to October 
1997. A total of 13 species were reared; three species from post dispersal collections in April and 
June: Opogona nipponica (Tineidae), Neoblastobasis biceratala (Blastobasidae), Polyhymno ponifera 
(Gelechiidae); ten species reared from pre and post dispersal collections in September and October: 
Adoxophyes orana fasciata, Cryptaspasma marginifasciata, Pammene nemorsa, Cydia danilevskyi, 
Gen. sp., (Tortricidae); Oedematopoda sp. (Stathmopodidae); Chorivalva bisaccula (Gelechiidae); 
Conogethes punctiferalis, Trichotophysa jucundalis (Pyralidae); Characoma ruficirra (Noctuidae). 


Among the three Quercus species, Q. acutissima was infested by the greatest numbers of Lepidoptera 
which include some species feeding on tissues of the cupules. 
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